
ぬ ま づ 議 会 だ よ り

�

六
月
定
例
会
の
主
な
内
容

　

第
一
回
（
六
月
）
定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、
六
月

二
十
八
日
ま
で
の
十
八
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
議
案
等
三
十
五
件
と

議
員
提
出
議
案
四
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
議
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
七
人
の
議
員
に
よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
副
市
長

の
役
割
、
技
能
五
輪
国
際
大
会
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
に
つ
い
て
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
質
問

副
市
長
の
役
割
は

問　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、

本
市
に
お
い
て
も
、
本
年
度
か
ら
副
市

長
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
副
市
長
へ

の
権
限
移
譲
の
内
容
と
本
制
度
導
入
に

よ
る
効
果
は
。

答　

副
市
長
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体

が
み
ず
か
ら
の
判
断
で
そ
の
定
数
を
定

め
る
と
と
も
に
、
長
の
補
佐
な
ど
従
来

の
助
役
の
職
務
に
加
え
、
重
要
な
政
策

の
調
査
や
企
画
等
へ
積
極
的
に
参
画
す

る
こ
と
な
ど
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
市
で
は
、
副
市
長
に
対
す
る
事

務
委
任
規
則
を
制
定
し
、
主
に
内
部
管

理
に
関
す
る
事
務
を
新
た
に
副
市
長
へ

委
任
す
る
と
と
も
に
、
支
出
負
担
行
為

に
関
す
る
副
市
長
の
決
裁
権
限
を
拡
大

す
る
な
ど
、
市
長
の
権
限
の
積
極
的
な

移
譲
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

副
市
長
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
積
極
的

な
政
策
立
案
、
事
務
執
行
の
迅
速
化
な

ど
、
よ
り
高
度
で
機
能
的
な
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
実
現
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

沼
津
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の�

�

進
捗
状
況
は

問　

行
政
改
革
推
進
の
た
め
、
平
成

十
八
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
沼
津
市
行

政
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

答　

本
プ
ラ
ン
は
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
カ
年
を
計
画

期
間
と
し
て
お
り
、
事
務
事
業
の
見
直

し
を
初
め
と
す
る
三
十
九
項
目
六
十
七

件
の
改
革
を
計
画
し
て
い
る
。
平
成

十
八
年
度
は
、
公
用
車
集
中
管
理
業

務
の
臨
時
職
員
化
な
ど
、
九
件
の
改

革
が
完
了
し
、
目
標
数
値
を
上
回
る

二
億
五
千
八
百
七
十
八
万
四
千
円
の
節

減
効
果
を
上
げ
た
。
今
後
も
、
引
き
続

き
本
プ
ラ
ン
の
適
正
な
進
行
管
理
を
図

る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
の
よ
り
一
層

の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

政
令
指
定
都
市
実
現
に�

�

向
け
て
の
情
報
提
供
は

問　

市
民
レ
ベ
ル
で
政
令
指
定
都
市
に

向
け
た
取
り
組
み
を
活
発
に
し
て
い
く

た
め
に
、
市
民
に
対
し
政
令
指
定
都
市

実
現
に
向
け
て
の
情
報
提
供
を
進
め
て

い
く
考
え
は
。

答　

政
令
指
定
都
市
に
な
る
と
、
県
が

行
っ
て
い
る
事
務
の
多
く
が
移
譲
さ

れ
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
政
令
指

定
都
市
実
現
に
よ
る
効
果
や
影
響
は
、

市
民
一
人
一
人
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
に
対
し
必
要
な
情
報
を

適
宜
提
供
し
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
議
論

を
活
発
に
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
考
え
る
た
め
、
今
後
も
引

き
続
き
、
政
令
指
定
都
市
を
目
指
す
本

市
及
び
近
隣
市
町
の
住
民
に
対
す
る
適

切
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

県
東
部
の
広
域
合
併
に�

�

対
す
る
認
識
は

問　

県
の
市
町
村
合
併
推
進
構
想
に
、

県
東
部
三
市
三
町
の
組
み
合
わ
せ
が
追

加
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
認
識
は
。

答　

県
が
沼
津
市
、
三
島
市
、
裾
野

市
、
函
南
町
、
清
水
町
、
長
泉
町
の
三

市
三
町
の
組
み
合
わ
せ
を
静
岡
県
市
町

村
合
併
推
進
構
想
に
追
加
し
た
こ
と

は
、
県
東
部
地
域
に
五
十
万
人
程
度
の

中
核
市
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
明

確
に
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
本
市
を
含
む
五

市
四
町
か
ら
な
る
東
部
広
域
都
市
づ
く

り
研
究
会
に
お
い
て
、
政
令
指
定
都
市

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
の
三
市
三
町
の
組
み
合
わ
せ

は
、
本
研
究
会
で
合
意
し
て
い
る
段
階

的
な
合
併
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
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理
を
図

る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
の
よ
り
一
層

の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

政
令
指
定
都
市
実
現
に�

�

向
け
て
の
情
報
提
供
は

問　

市
民
レ
ベ
ル
で
政
令
指
定
都
市
に

向
け
た
取
り
組
み
を
活
発
に
し
て
い
く

た
め
に
、
市
民
に
対
し
政
令
指
定
都
市

実
現
に
向
け
て
の
情
報
提
供
を
進
め
て

い
く
考
え
は
。

答　

政
令
指
定
都
市
に
な
る
と
、
県
が

行
っ
て
い
る
事
務
の
多
く
が
移
譲
さ

れ
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
政
令
指

定
都
市
実
現
に
よ
る
効
果
や
影
響
は
、

市
民
一
人
一
人
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
に
対
し
必
要
な
情
報
を

適
宜
提
供
し
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
議
論

を
活
発
に
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
考
え
る
た
め
、
今
後
も
引

き
続
き
、
政
令
指
定
都
市
を
目
指
す
本

市
及
び
近
隣
市
町
の
住
民
に
対
す
る
適

切
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

県
東
部
の
広
域
合
併
に�

�

対
す
る
認
識
は

問　

県
の
市
町
村
合
併
推
進
構
想
に
、

県
東
部
三
市
三
町
の
組
み
合
わ
せ
が
追

加
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
認
識
は
。

答　

県
が
沼
津
市
、
三
島
市
、
裾
野

市
、
函
南
町
、
清
水
町
、
長
泉
町
の
三

市
三
町
の
組
み
合
わ
せ
を
静
岡
県
市
町

村
合
併
推
進
構
想
に
追
加
し
た
こ
と

は
、
県
東
部
地
域
に
五
十
万
人
程
度
の

中
核
市
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
明

確
に
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
本
市
を
含
む
五

市
四
町
か
ら
な
る
東
部
広
域
都
市
づ
く

り
研
究
会
に
お
い
て
、
政
令
指
定
都
市

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
の
三
市
三
町
の
組
み
合
わ
せ

は
、
本
研
究
会
で
合
意
し
て
い
る
段
階

的
な
合
併
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

ぬ ま づ 議 会 だ よ り

�

六
月
定
例
会
の
主
な
内
容

　

第
一
回
（
六
月
）
定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、
六
月

二
十
八
日
ま
で
の
十
八
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
議
案
等
三
十
五
件
と

議
員
提
出
議
案
四
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
議
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
七
人
の
議
員
に
よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
副
市
長

の
役
割
、
技
能
五
輪
国
際
大
会
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
に
つ
い
て
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
質
問

副
市
長
の
役
割
は

問　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、

本
市
に
お
い
て
も
、
本
年
度
か
ら
副
市

長
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
副
市
長
へ

の
権
限
移
譲
の
内
容
と
本
制
度
導
入
に

よ
る
効
果
は
。

答　

副
市
長
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体

が
み
ず
か
ら
の
判
断
で
そ
の
定
数
を
定

め
る
と
と
も
に
、
長
の
補
佐
な
ど
従
来

の
助
役
の
職
務
に
加
え
、
重
要
な
政
策

の
調
査
や
企
画
等
へ
積
極
的
に
参
画
す

る
こ
と
な
ど
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
市
で
は
、
副
市
長
に
対
す
る
事

務
委
任
規
則
を
制
定
し
、
主
に
内
部
管

理
に
関
す
る
事
務
を
新
た
に
副
市
長
へ

委
任
す
る
と
と
も
に
、
支
出
負
担
行
為

に
関
す
る
副
市
長
の
決
裁
権
限
を
拡
大

す
る
な
ど
、
市
長
の
権
限
の
積
極
的
な

移
譲
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

副
市
長
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
積
極
的

な
政
策
立
案
、
事
務
執
行
の
迅
速
化
な

ど
、
よ
り
高
度
で
機
能
的
な
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
実
現
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

沼
津
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の�

�

進
捗
状
況
は

問　

行
政
改
革
推
進
の
た
め
、
平
成

十
八
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
沼
津
市
行

政
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

答　

本
プ
ラ
ン
は
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
カ
年
を
計
画

期
間
と
し
て
お
り
、
事
務
事
業
の
見
直

し
を
初
め
と
す
る
三
十
九
項
目
六
十
七

件
の
改
革
を
計
画
し
て
い
る
。
平
成

十
八
年
度
は
、
公
用
車
集
中
管
理
業

務
の
臨
時
職
員
化
な
ど
、
九
件
の
改

革
が
完
了
し
、
目
標
数
値
を
上
回
る

二
億
五
千
八
百
七
十
八
万
四
千
円
の
節

減
効
果
を
上
げ
た
。
今
後
も
、
引
き
続

き
本
プ
ラ
ン
の
適
正
な
進
行
管
理
を
図

る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
の
よ
り
一
層

の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

政
令
指
定
都
市
実
現
に�

�

向
け
て
の
情
報
提
供
は

問　

市
民
レ
ベ
ル
で
政
令
指
定
都
市
に

向
け
た
取
り
組
み
を
活
発
に
し
て
い
く

た
め
に
、
市
民
に
対
し
政
令
指
定
都
市

実
現
に
向
け
て
の
情
報
提
供
を
進
め
て

い
く
考
え
は
。

答　

政
令
指
定
都
市
に
な
る
と
、
県
が

行
っ
て
い
る
事
務
の
多
く
が
移
譲
さ

れ
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
政
令
指

定
都
市
実
現
に
よ
る
効
果
や
影
響
は
、

市
民
一
人
一
人
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
に
対
し
必
要
な
情
報
を

適
宜
提
供
し
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
議
論

を
活
発
に
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
考
え
る
た
め
、
今
後
も
引

き
続
き
、
政
令
指
定
都
市
を
目
指
す
本

市
及
び
近
隣
市
町
の
住
民
に
対
す
る
適

切
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

県
東
部
の
広
域
合
併
に�

�

対
す
る
認
識
は

問　

県
の
市
町
村
合
併
推
進
構
想
に
、

県
東
部
三
市
三
町
の
組
み
合
わ
せ
が
追

加
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
認
識
は
。

答　

県
が
沼
津
市
、
三
島
市
、
裾
野

市
、
函
南
町
、
清
水
町
、
長
泉
町
の
三

市
三
町
の
組
み
合
わ
せ
を
静
岡
県
市
町

村
合
併
推
進
構
想
に
追
加
し
た
こ
と

は
、
県
東
部
地
域
に
五
十
万
人
程
度
の

中
核
市
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
明

確
に
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
本
市
を
含
む
五

市
四
町
か
ら
な
る
東
部
広
域
都
市
づ
く

り
研
究
会
に
お
い
て
、
政
令
指
定
都
市

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
の
三
市
三
町
の
組
み
合
わ
せ

は
、
本
研
究
会
で
合
意
し
て
い
る
段
階

的
な
合
併
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

�

き
た
。
ま
た
、
狩
野
川
花
火
大
会
や
ウ

ィ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
と
と
も
に
、
フ
ェ
ス
タ
・
コ
ス

タ
・
デ
ル
・
ゴ
ミ
Ｉ
Ｎ
千
本
浜
、
狩
野

川
コ
リ
ド
ー
利
用
促
進
協
議
会
に
よ
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
国
や
県
、
狩
野
川

流
域
の
市
町
と
連
携
し
、
狩
野
川
の
魅

力
増
進
に
努
め
て
き
た
。
狩
野
川
は
本

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
今
後
も
人
と

水
が
触
れ
合
う
水
辺
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の�

�

設
立
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
は

問　

平
成
十
九
年
十
一
月
、
本
市
に
静

岡
県
東
部
地
域
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ

ー
ロ
ー
が
設
立
さ
れ
、
今
後
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
中
心
と
し
て
、

県
東
部
地
域
の
市
町
が
一
体
と
な
り
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
や
受
け
入
れ

な
ど
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
な
る
が
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
設
立
に
よ
り
、
本
市
に
期
待
さ

れ
る
効
果
は
。

答　

会
議
や
大
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開

催
が
地
域
に
及
ぼ
す
効
果
は
幅
広
く
、

主
催
者
や
参
加
者
の
消
費
活
動
な
ど
に

▲平成19年 ７ 月に開通した港大橋アンダーパス

よ
る
経
済
的
な
波
及
効
果
や
地
域
の
Ｐ

Ｒ
、
知
名
度
の
ア
ッ
プ
、
国
際
化
の
進

展
な
ど
、
社
会
的
な
波
及
効
果
も
期
待

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
Ｊ
Ｒ
沼
津
駅
北
口
に
は
、
広
域

拠
点
の
形
成
を
目
指
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
施
設
の
建
設
が
提
言
さ
れ
る
な
ど
、

県
東
部
地
域
に
お
け
る
本
市
の
拠
点
性

が
さ
ら
に
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本

市
と
し
て
も
広
域
的
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
リ
ー
ド
す
る
牽
引
者

と
し
て
、
今
後
、
多
く
の
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
の
開
催
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
に
よ
り
、
多
く
の
、

そ
し
て
よ
り
一
流
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

の
開
催
が
今
後
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
が
沼
津
の
あ
す
を
切
り
開
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
、
市
民
の
活
気
あ

ふ
れ
る
活
動
を
喚
起
し
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

沼
津
市
教
育
基
本
構
想
の�

�

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
は

問　

現
在
、
教
育
界
で
は
大
き
な
教
育

改
革
の
波
が
起
き
て
お
り
、
地
方
で
は
、

よ
り
主
体
性
を
発
揮
し
た
教
育
行
政
の

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
独

自
の
教
育
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

答　

本
市
で
は
、
沼
津
市
教
育
基
本
構

想
の
策
定
に
向
け
、
平
成
十
九
年
一
月

に
、
学
識
経
験
者
、
各
種
団
体
の
代
表

者
、
公
募
市
民
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ

た
沼
津
市
教
育
推
進
会
議
を
設
置
し
、

同
年
十
月
に
本
推
進
会
議
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
沼
津
市
に
お
け
る
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
答
申
を
受
け
た
。
本
市
教

育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
本
市
独

自
の
教
育
の
推
進
に
努
め
て
き
た
が
、

さ
ら
に
確
固
た
る
教
育
理
念
を
確
立
す

る
た
め
に
、
本
推
進
会
議
の
答
申
を
踏

ま
え
て
、
現
在
、
幼
児
教
育
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
な
ど
す
べ
て
の
分
野
を

対
象
と
し
た
沼
津
市
教
育
基
本
構
想
の

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▲沼津商連会館 5 階に設置された静岡県東部地域コン
ベンションビューロー（大手町）

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る�

�
狩
野
川
の
位
置
づ
け
は

問　

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
、
潤
い
の
あ
る

水
辺
空
間
と
し
て
、
狩
野
川
の
整
備
が

着
実
に
実
を
結
ん
で
き
て
い
る
が
、
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
狩
野
川
の
位
置
づ

け
は
。

答　

本
市
で
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

構
想
に
基
づ
き
、
狩
野
川
右
岸
の
親

水
護
岸
提
や
左
岸
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な

ど
の
港
大
橋
天
神
洞
線
の
整
備
、
御
成

橋
な
ど
へ
の
照
明
の
設
置
、
我
入
道
の

渡
し
の
運
航
な
ど
に
よ
り
、
市
民
に
愛

さ
れ
、
豊
か
な
自
然
と
都
市
的
情
感
を

感
じ
る
憩
い
の
空
間
を
つ
く
り
出
し
て




